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設定する．また，提案方法の有効性を示すために，the National Science Foundation（NSF）
ネットワークモデルを対象に計算機シミュレーションを行った．
最短経路を計算する整数計画法，すでに算出された配信経路が通過するリンクのコストを一定
の大きな値に設定する方法，提案方式に関して計算機シミュレーションによって性能評価を行っ
た．その結果，すべての場合において，提案方式によって得られる組み合わせパターン数は，コ
ストを一定にした方法によって得られるパターン数以下となり，整数計画法を利用して得られる
最小値に近づくことを示した．
